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　Abstract

Argulus coregoni Thorell, 1864 was found in late 
July 2019 to parasitize the body surface of masu 
salmon, Oncorhynchus masou masou (Brevoort, 
1856), reared for seed production at the Ishikawa 
Prefecture Fisheries Research Center in Kaga, Ishi-
kawa Prefecture, central Japan. This represents the first 
record of A. coregoni from Ishikawa Prefecture. Sixty 
and 12 individuals of A. coregoni were found each on 
two masu salmon of 20.3 and 21.3 cm in standard 
length. These individuals consisted of 39 males and 33 
females, measuring 2.7–8.6 (mean, 5.0) and 2.8–10.3 
(5.1) mm long, respectively, and are considered to 
have hatched during the spring to early summer in 
2019 from overwintered eggs. The condition factor of 
the fish infected with 60 individuals of A. coregoni 
was lower than that of the other fish.

　はじめに

石川県に生息する淡水魚の寄生虫に関する知

見は極めて少ない．これまでに僅かに 2種，線虫

類1種と吸虫類1種が報告されているにすぎない．

それらは，手取川産ヤマメ Oncorhynchus masou 

masou (Brevoort, 1856)から報告されたマスウキブ

クロセンチュウ（鱒鰾線虫）Salvelinema salmoni-

cola (Ishii, 1916)（Fujita, 1940，原著では Cystidi-

cola salmonicola，採集地を Tetoriと報告）と大聖

寺川産ウグイ Tribolodon hakonensis (Günther, 1877)

から報告されたタカハシキュウチュウ（高橋吸虫）

Metagonimus takahashii Suzuki, 1930［高亀，1939，

原著では大卵型横川吸虫，その分類に関しては

Shimazu and Kino (2015)を参照］である．

今回，本論文の第二著者が勤務する石川県水

産総合センター内水面水産センターで飼育中のヤ

マメからエラオ類のチョウモドキArgulus coregoni 

Thorell, 1864（Fig. 1）を採取した．このチョウモ

ドキは石川県から初記録であり，同県で見出され

た 3種目の淡水魚寄生虫となる．本報では，その

寄生状況や体長組成，寄生部位，寄生魚の肥満度

等を記述する．

　材料と方法

2019年 7月 22日，石川県加賀市山中温泉荒谷

町にある石川県水産総合センター内水面水産セン

ター（36°15′11"N，136°25′17"E）で種苗生産用に

飼育されていたヤマメ 2尾を検査した．このヤマ

メは 2017年 10月に内水面水産センターで採った

卵から孵化・育成された 1歳魚である．コンクリー

ト製飼育水槽（長さ 8.0 m，幅 1.5 m，水深 51 

cm）からタモ網を用いて採集し，すぐに同セン

ター内の実験室に運んで各尾をバケツ内で麻酔

（FA100）処理し，取り上げて標準体長（cm）と

体重（g）を測定した．体表上のチョウモドキの

個体数を記録後，ピンセットでチョウモドキを採

取して 70%エタノール液で固定した．同年 7月

26日，静岡市にある水族寄生虫研究室にて，標
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本を実体顕微鏡（Olympus SZX10）で観察してチョ

ウモドキであることを確認し，性と体長（背甲前

端から腹部後端までの長さ）を記録した．検査し

たヤマメの肥満度（体重／標準体長 3×1000）を

計算した．被寄生宿主におけるチョウモドキの個

体数を示す際には「寄生強度」（片平・川西，

2018）を用いた．本論文で述べる魚類の学名と和

名は中坊（2013）に従う．

現在，チョウモドキ標本は第一著者のもとに

あり，日本産チョウ属エラオ類の分類学的研究を

行った後に，茨城県つくば市にある国立科学博物

館筑波研究施設の甲殻類コレクションに収蔵する

予定である．

Fig. 1. Argulus coregoni, males (A and C) and females (B and D), from the body surface of Oncorhynchus masou masou reared at the 
Ishikawa Prefecture Fisheries Research Center in Kaga, Ishikawa Prefecture, central Japan. Largest (A, 8.6 mm long; B, 10.3 mm long) 
and smallest (C, 2.7 mm long; D, 2.8 mm long) specimens from 72 A. coregoni collected on 22 July 2019. Ethanol-preserved specimens, 
ventral views. Scale bar: 3 mm.

Fig. 2. Oncorhynchus masou masou infected with Argulus coregoni (arrowheads) on the dorsal skin (A) and near the base of the left pectoral 
fin (B). Scale bars: A–B, 10 mm.
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　結果

検査したヤマメ 2尾（標準体長：20.3 cm，21.3 

cm）はともにチョウモドキの寄生を受け，寄生

強度はそれぞれ 60個体と 12個体であった．チョ

ウモドキは，ヤマメの背面に多く寄生していたほ

か，胸鰭近くにも見られた（Fig. 2）．合計 72個

体のチョウモドキが採取され，雄は 39個体

（54.2%），雌は 33個体（45.8%）であった．チョ

ウモドキの体長は雌雄ともに幅広く，雄では 2.7–

8.6（平均 5.0）mm（n=39），雌では 2.8–10.3（5.1）

mm（n=33）であった．その組成をみると，小型

個体（雌雄ともに 3–4 mm）と大型個体（雄で 7 

mm前後，雌で 8–9 mm前後）から構成され，雌

雄ともに小型個体が多くを占めた（Fig. 3）．60

個体と 12個体のチョウモドキの寄生を受けたヤ

マメの肥満度は，それぞれ 13.3と 15.8であった．

今回，採取したチョウモドキの形態と性の識

別に関して，大型個体は腹部後端の形態，精巣上

の小黒点の存在，体長等から種を容易に同定でき，

性を識別できた．また，体長 4 mm未満の小型個

体でも，雄は精巣上に小黒点を有し，雌は腹部基

部に一対の受精嚢を確認できたので，両者を明瞭

に識別できた．

　考察

チョウモドキの国内分布に関する最新情報に

基づけば（Nagasawa et al., 2019），過去にチョウ

モドキが石川県から記録されたことはなく，本論

文によってチョウモドキが石川県に分布すること

が初めて明らかになった．隣接県では，福井県（加

藤，1964）と岐阜県（細江ほか，1975；德原ほか，

2010，2019；Nagasawa et al., 2018；長澤・森川，

2019）からチョウモドキの記録がある．

時岡（1965）は，チョウモドキの形態学的特

徴のひとつとして「腹部精巣の背腹には多くの黒

点が散在している」と記している．今回，70%

エタノール液で固定された標本を採取後 4日目に

観察したところ，体長 4 mm未満の雄にも精巣上

に散在する小黒点を確認できた．わが国にはチョ

ウモドキに形態が似るチョウ Argulus japonicus 

Thiele, 1900が生息し（長澤，2009），両者の小型

個体の同定にはしばしば困難が伴う．しかし，今

回，小型個体であってもチョウモドキの精巣上に

小黒点が散在することが明らかになったので，今

後，生鮮あるいは固定後まもない小型個体を同定

する際には有用な形質として用いることができる

だろう． 

本研究で採取したチョウモドキには小型個体

（雌雄ともに 3–4 mm）と大型個体（雄で 7 mm前

後，雌で 8–9 mm前後）が含まれ，雌雄ともに小

型個体が多かった．標本採取日（2019年 7月 22日）

と東京都で研究されたチョウモドキの生態

（Shimura, 1983）に基づくと，今回採取したチョ

ウモドキは前年の晩秋に産出された越冬卵から

2019年春に孵化した個体であると考えられる．

Shimura（1983）によると，越冬卵からのチョウ

モドキの孵化時期は春から秋に及ぶため，今回採

取された大型個体と小型個体の孵化時期は異な

り，前者は春，後者は初夏に孵化したと推測され

る．

チョウモドキの寄生を受けた宿主は，飼育池

の底に体をこすりつける遊泳を行うほか

Fig. 3. Body length distributions of male (top) and female (bottom) 
Argulus coregoni from the body surface of Oncorhynchus 
masou masou at the Ishikawa Prefecture Fisheries Research 
Center in Kaga, Ishikawa Prefecture, central Japan, on 22 July 
2019.
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（Shimura, 1983: 550），細菌病のせっそう病による

斃死率が高まり，血液性状も変化することが知ら

れている（志村ほか，1983a, 1983b）．一方，寄生

強度が 3個体以下では，アマゴの寄生魚と非寄生

魚の体長・体重関係に差がなかったことが報告さ

れている（竹上，1984）．本研究で調べたヤマメ

は僅か 2尾であったが，寄生強度が 60個体と 12

個体のヤマメの肥満度は前者で低かったため，

チョウモドキが多数寄生した場合には宿主の摂餌

活動に影響を及ぼしている可能性がある．今後，

同一飼育群において寄生強度の異なる多くのヤマ

メを用いて肥満度を検討することや被寄生個体の

摂餌行動を観察することが必要である．

チョウモドキはイワナ属魚類にも寄生し（長

澤・河合，2015），石川県の河川上流域にはヤマ

メとともにニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis 

pluvius (Hilgendorf, 1876)が生息する（Kawanabe, 

1989；丸山，1989；細谷，2013）．それら野生サ

ケ科魚類におけるチョウモドキの寄生状況や地理

的分布を明らかにすることが望まれる．
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